
・教科等や教職に関する専門的な知識・技能

・子ども理解力

・特別な配慮や支援を必要とする子どもへの対応力

・組織的・協働的な課題対応・解決能力

「北海道における教員育成指標」に示す資質能力のうち、本講座で取り扱う内容

特別支援教育②事例（知的障がい：義務）

担当：特別支援教育課指導係



本動画は、
「令和５年度
特別支援教育教育課程改善の手引」

の事例を基に作成しています。

北海道立特別支援教育センター
「特別支援教育教育課程編成の手引・改善の手引」
のページにつながります。



健康の保持 心理的な安定 人間関係の形成 環境の把握 身体の動き コミュニケーション

(1) 生活のリズム
や生活習慣の形
成に関すること

(3) 障害による学習
上又は生活上の
困難を改善・克
服する意欲に関
すること

(5) 認知や行動の
手掛かりとなる
概念の形成に関
すること

(3) 日常生活に必要
な基本動作に関す
るすること

(5) 作業に必要な動
作と円滑な遂行
に関すること

【指導目標】手先の巧緻性を高め、衣服のボタンを掛けることができる。

【具体的な指導内容】

① 目と手を協応させながら、具
体物をつまんだり、めくったり、
貼ったりする。

② 学級のタオルや雑巾を洗濯
ばさみで留めて干す。

③ 机上で大きめのボタンを掛け
る課題に取り組む。

【実態把握】

【指導すべき課題の整理】

○ 小学部第２学年児童Ｆ 「手指の巧緻性を高める指導」

【事例６・知的障がい特別支援学校（義務）】日常生活の指導と関連付けた効果的な指導の取組

具体的な指導内容の設定による実践・評価・改善



【指導の方法（①②の例示）】

・ちぎり絵や粘土制作など、児童Ｆの実態に応じた教材や活動を用意し、目と手の協応動作を高めるこ
とができるようにする。

・両手でタオルや洗濯ばさみを操作しながら洗濯ばさみハンガーに１枚ずつ干すよう促す。

【事例６・知的障がい特別支援学校（義務）】日常生活の指導と関連付けた効果的な指導の取組

具体的な指導内容の設定による実践・評価・改善

【児童の変容】

・手指の巧緻性が高まり、給食の時間に着用するエプロ
ンの大きめなボタンをすることができるようになった。

・一人できることが増え、児童の自信につながった。

【指導の評価・改善】

・日常生活技能の達成状況から、自立活動の
課題を適宜見直し、改善し、児童の実態

（生活の困難さ）に応じた課題を設定する。

○ 小学部第２学年児童F 「手指の巧緻性を高める指導」

【取組のポイント】

○ 手指機能の実態を把握する。
○ 日常生活に必要な動作を習得するために必要な動作工程を分析をする。

○ 自立活動の指導において、習得したい日常生活の動作と関連をもたせた課題を設定
する。



児童Ｆの手指機能の実態

・直径２㎝程度の具体物を親指と人差

し指でつまむことができる。

・ボタンを外すことができる。

・親指と人差し指で洗濯ばさみを開く

ことができる。

・角と角を揃えて折り紙を折ることが

難しい。

日常生活指導 指導内容

○清潔

・手洗い

○着替え

・ボタンを掛ける

○掃除

・机、椅子を運ぶ

・雑巾を絞る

【事例６・知的障がい特別支援学校（義務）】日常生活の指導と関連付けた効果的な指導の取組

具体的な指導内容の設定による実践・評価・改善

自立活動日常生活の指導

ボタン掛け 動作工程表 評価

① 右手でボタンをつまむ ◎

② 左手でボタンの穴の近くを持つ ◎

③ 右手で持ったボタンの端をボタン穴に
入れる △

④ 右手の親指でボタンを穴に押し込む ×

⑤ 左手でボタンを受け取り、ボタン穴か
ら引き抜く ×

ボタン掛けの動作を習得する課題

ボタン掛け課題

ボタン掛けの一連の動作
を行う

◆「日常生活の指導」と関連付けた「自立活動」の課題設定

ボタン掛けの習得

ボタンをつまんで、穴にと
おして、引き抜く

手指の巧緻生を高める課題

実態把握

両手を協応させて、紐を
ビーズ穴から引き抜く

コインをつまみ、
穴に入押し込む

コイン入れ ビーズ通し


